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概要 

歩行、発話などを含めたあらゆる人の行動にはリズムがあり、それは人それぞれ固有の

テンポ（パーソナルテンポ）を持っている。また、パーソナルテンポが近い人同士である

と経済的に生活しやすく、コミュニケーションの秩序も保ちやすいことが知られている。 

近年の通信メディアの発達は、こうしたパーソナルテンポを速めていると考えられる。

一方で「田舎はのんびりで都会は忙しい」というイメージのようにパーソナルテンポが地

域にごとに一般化した「ローカルテンポ」が存在するという通説もある。メディアが強い

影響を与えているようであれば、こうしたローカルテンポは平均化されるはずである。 

以上のような仮説を、部分的にではあるが検証するため、本研究ではローカルテンポの

計測を試みた。予備調査より、各地域にあるファーストフードのチェーン店のオーダーの

平均時間が想定するローカルテンポに近いと考え、これを計測した。本研究において首都

圏 20 駅と、地方 3 駅の最寄の店舗において、各々20-30 人ずつ計 660 人の調査を行い仮

説の検証を行った。 
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はじめに 

歩行、発話などを含めたあらゆる人の行動にはリズムがあり、それは人それぞれ固有の

テンポを持っている。そのテンポを本論では、パーソナルテンポ（精神テンポ）と呼ぶ。

また、田舎はのんびり、都会はせかせかしているというイメージがステレオタイプとして

存在する通り、パーソナルテンポと地域との関連性が度々指摘されている。 

一方、昨今のモバイルメデイアの普及によって再帰性が高速化している（羽渕, 2006）

との研究報告があり、仮に他者とのコミュニケーションを通した自己認識を指す再帰性を

パーソナルテンポに置き換えると個人の社会的要因（地域、性別、人種など）に関わらず、

共通のメディア利用環境にいれば、パーソナルテンポは一様に高速化していると捉える事

ができ、パーソナルテンポに地域差が存在しないことになる。携帯電話の契約数が国内で

１億件を超えた現在においては、少なくとも生活環境が近いと深夜その郊外部においては

モバイルメディアがもたらす再帰性の高速化は普遍性が認められると考えられる。 

本稿では、これら２つの矛盾した見解の正当性を確かめるべく、パーソナルテンポにお

ける地域性の有無の調査し、再帰性の高速化はリアル空間での種々の行動にも該当するか

を検証したい。 

 

１．研究目的 

本研究の目的はパーソナルテンポに地域性があるのかを確かめることである。 

その調査方法として、パーソナルテンポを地域へ拡大したローカルテンポの計測方法を

設定し、ローカルテンポの値を複数の地域で計測し、それらの値に有意差があるかを検証

する。 

 

２．先行研究 

個人特有のテンポを指すパーソナルテンポという言葉が存在するように、話速（speech 

rate）、間（pause）、その他歩行などの諸々の動作もすべてこのパーソナルテンポから表

出されるものであるという。即ちせっかちな人は喋るのも歩くのも速く、のんびりな人は

その逆であることを意味する。(前新, 2002) 

こうしたパーソナルテンポの速さは、二者間で行われるコミュニケーションの円滑さに

も影響を与えている。パーソナルテンポの違いが大きい二者間においてコミュニケーショ

ンの円滑化が難しいという報告がある。(大石・尾田, 2006) つまり、せっかちな人とのん

びりな人とでは会話がすれ違いやすいということであり、ある範囲では相手の話のテンポ

に同調するが許容範囲を超えるとテンポを合わせることが難しくなるという現象が起こる。 

上記の先行研究の他、立教大学ではコミュニケーションが苦手な人のための支援システ

ムとして対話者とのテンポ同調システム (延谷・仲谷, 2009) を考案するなどパーソナル

テンポの研究は盛んに行われてきた。このようにパーソナルテンポを利用した研究やパー

ソナルテンポそのものを解明しようとした研究は多くなされてきたが、パーソナルテンポ

と地域性はこれまで十分な議論の対象とされてこなかった。しかし、近代の再帰性の高速
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化など、情報通信技術が発展していく現代において、パーソナルテンポの普遍性について

懐疑的な視点で見ることの必要度が高まってくると考えられる。 

 

３．研究方法 

本研究ではローカルテンポの測定方法を設定し、各地域の値を分析する。 

ローカルテンポはパーソナルテンポの地域版であることから、以下の３点を満たす単位

であると考えた。① 定量的かつ客観的なデータである。②「地域の人々」を計測対象と

したデータである。③ パーソナルテンポと親和性を持つ。 

以上の定義と予備調査結果からローカルテンポを各地域のとある系列のハンバーガーを

提供するファーストフード店での１オーダーに要する時間の平均値と設定するに至った。

この計測方法を用いて、平日１２時〜１３時に計測を実施した首都圏２０駅の最寄りのも

のに加え、補足調査として北海道旭川市、静岡県熱海市、沖縄県名護市において調査を行

った。調査数は各地域において、３０人の来客のオーダー時間を計測。補足調査を含め全

地域で合計６６０人のオーダー時間を計測した。 

 

４．研究結果 

４−１．ローカルテンポの計測データ 

各地域のローカルテンポの値は表１,２の通りである。また「田舎はのんびり、都会は忙

しい」というパーソナルテンポに対するイメージの違いを意識し、最寄り駅の１日平均乗

降客数を都会度と見て、ローカルテンポと１日平均乗降客数との関係を分析した。(図１) 

表１．ローカルテンポの調査データ一覧 

地域 新宿 調布 渋谷 池袋 巣鴨 浦安 柏 横浜 大宮 生田 西大井 

ﾛｰｶﾙﾃﾝﾎﾟ
（秒） 

26.6 44.3 28.4 26.5 40.9 39.7 41.4 34.1 40.1 37.5 40.4 

乗降客数 
(万人/日） 

162 5.6 149 124 12 3.6 20 106 32 2.0 1.4 

 

地域 六本木 新所沢 自由が丘 吉祥寺 八王子 秋葉原 町田 新橋 東京 平均 

ﾛｰｶﾙﾃﾝﾎﾟ
（秒） 

47.7 40.2 34.2 34.5 36.4 40.1 31.8 34.9 29.8 36.5 

乗降客数 
(万人日） 

10.3 2.7 7.1 21 8 40 25 41 65 41.9 

表２．追加実験データ＋新宿 

地域 新宿 熱海 旭川 沖縄 

ﾛｰｶﾙﾃﾝﾎﾟ 
(秒) 

26.7 41.2 69.4 50.2 

乗降客数 
(万人/日) 

162 1.3 0.4 n.d. 
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図１．駅の１日平均乗車人口とローカルテンポとの相関グラフ 

 

４−２．観察による個人行動の特徴 

オーダーの遅い人（35 秒以上）としては、注文口に立って店員とこのコミュニケーショ

ンが始める前に、レジ上のメニュー表を見て注文を決めておく傾向にある。お会計を言わ

れてからカバンの中から財布を取り出すことが多かった。 

一方、オーダーの速い人（35 秒以下）の特徴としては、店に入ると一直線にレジ前に行

き、その場でメニューを決める。大抵、会計を表示される前にお金を用意している。お釣

りのないように準備をした人は「横（商品受け取り口）にお並びください」という指示が

ある前に移動することが多かった。 

 

４−３．観察による集団行動の特徴 

ローカルテンポの遅い地域では、列の間隔があいていた。また、オーダーが終わってか

ら次のオーダーに移行するまでの感覚が長い。オーダー口が複数ある場合でも１列に並ん

でそれぞれのレジに向かう傾向が見られた。 

一方、ローカルテンポの速い地域では、順番待ちの列の間隔が短かった。オーダーの感

覚が速く、列が無秩序になることが度々あった。オーダー口が複数ある場合、それぞれの

オーダー口の前で列を作り、店員の動きが機敏だった。 

 

５．考察 

５−１．人々の行動の特徴の考察 

オーダー時間の速い人と遅い人の個人行動を比較すると、遅い人は自分の行動が遅いと

自覚していると考えられる。最も顕著な行動傾向であるレジに立つ前にメニューを決める
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という行動はその配慮によるものだ。しかし、それでもオーダー時間が長くなってしまう

のは行動すべてが遅いためであると考えられる。速い人の行動の特徴は、速い人は基本的

にオーダーを迷わないことが伺える。オーダー口で注文内容を決めても大して時間がかか

らず、他の人の迷惑にはなり得ない。それを自覚しているためか、オーダーの遅い人とは

対照的にそのような行動が特徴的である。 

 

５−２．集団行動の比較 

次に、ローカルテンポの速い地域と遅い地域の集団行動の比較を行う。遅い地域のオー

ダー順番待ちの列の間隔が空いている傾向にあることは、人と密着することを好まないこ

とから生じているかもしれない。 

一方、速い地域の人は、複数のオーダー口に対して１列に並ぶことは列の先頭からオー

ダー口までの移動距離が必然的に長くなってしまうことを懸念した行動ではないかと考え

る。または、オーダー口から離れた場所で待つことにもどかしさを感じているのかもしれ

ない。列の間隔も短いこともその心理によるものではないだろうか。 

 

５−３．ローカルテンポと１日平均乗車人口との関係 

今回の調査で特筆すべきことは、ローカルテンポと１日平均乗車人口との関係性だ。図

2 を参考にすると、ローカルテンポと１日平均乗車人口が反比例する傾向にあることがわ

かる（以下、L-PIP: Local tempo-Population Inverse Proportion）。ここで気になったの

は、１日平均乗車人口が 40 万人以下の地域（赤い枠線でかこった地域）だ。そこに焦点

を当てて分析を行ったところ 40 万人以下の駅周辺地域においては、先に予測した L-PIP

が明確に見られないことがわかった。（図 3） 

データ全体の調査結果を見ると、L-PIP の法則が確認できる。しかし、乗降客数（１日

平均乗車人口が４０万人以下）で範囲を絞れば、その法則性があまり見られず、ローカル

テンポと１日平均乗車人口に関係性がないように思われる。この結果から、地域の独特な

個性による影響がローカルテンポに反映されることがその根本にあると推測できる。パー

ソナルテンポは人口と関係性があるだけではなく、地域差そのものによる影響があり、パ

ーソナルテンポに地域性があることを大きく裏付ける結果となった。また、本調査の推測

からモバイルメディアによって再帰性が高速化されたことはパーソナルテンポにあまり影

響しないこと、もしくは再帰性の高速化現象は、普遍的起こっていないと解釈でき、矛盾

していた見解を改める事ができる。 

補足調査は、人口密度が大きく異なる地域を比較している。この場合はやはり、L-PIP

の法則が顕著に見られる。首都圏内での比較以上のローカルテンポの差があり、「田舎は

のんびり、都会は忙しい」というイメージ通りの結果となった。 
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図 2．駅の１日平均乗車人口とローカルテンポとの相関グラフに見られる反比例傾向 

 

 

図 3．１日平均乗車人口が４０万人以下の地域の相関グラフ 

 

結びに代えて 

６−１．まとめ 

本調査において、大枠ではローカルテンポと駅の 1 日平均乗降客数には反比例するよう

な関係(L-PIP)がある事がわかった。しかし、より乗降客数が 45 万人以下の範囲内では L-

PIP は、はっきりとは確認されず、様々な地域の条件が組み合わさって、ローカルテンポ

が決定されることが分かった。こうした条件が地域性と呼べると考えらえる。 
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人々の行動傾向について、テンポの遅い人の方がより他人へ配慮し、テンポの速い人の

方が自分勝手に行動をしている傾向みられた。筆者は他人への配慮がないからオーダーが

遅いと考えていたため、この結果は予想外であった。集団行動に関しては、オーダーの速

い人は列の感覚を狭めるなど予想できる結果となった。行動傾向について興味深かったの

は、六本木である。この地域においてはどのお客さんもメニューを事前に決める行動をせ

ず、テンポの遅い人も他人への配慮が見られなかった。このように行動傾向においても地

域の差があるように思える。 

以上の知見を総合すると、ローカルテンポは一定以上人が密集する場所、すなわち地域

性が膨大な人の集合によって破壊されるターミナル駅周辺と、極端に人が少なくなる地方

では、人が多いほど速い傾向にあるが、それ以外の地域では、その地域を行動範囲とする

人々の集団の個性と規範に依拠するところが大きいと考えられる。このことは、最初の問

題意識で示された、メディアを利用したコミュニケーションの中で生まれる再帰性の高速

化が、人々の行動全体を支配するものではないことを示していると考えられる。むしろ、

他者との関係を把握することが出来ないほど、物理的な人の密集による「コミュニケーシ

ョンレス」な都市的環境が、ローカルテンポを速めている。 

 

６−２．今後の課題 

ローカルテンポの計測方法は最終的にファーストフード店のオーダー時間の平均値とし

た。この方法は着眼点は良かったが、ファーストフード店だと客層が限定されすぎる懸念

があったため、他の調査場所も検討すべきだったと考えている。 

また、ローカルテンポとファーストフード店の売り上げとの関係を調べることができれ

ば、直接的な店舗の混み具合とローカルテンポとの関係を調査できたと考えられる。 

補足調査で地方の調査を行ったが、わずか３例にも関わらず強い地域性が見られた。こ

のことから本格的な全国的な調査を行っても興味深い結果が得られるのではないだろうか。 
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